
【194】

氏) 中 家 夫
なか いえ かず お

学 位 の 種 類 医 学 博 士

学 位 記 番 号 論 医 博 第 263 号

学位授与の日付 昭 和 41 年 3 月 23 日

学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 粂 第 2 項 該 当

学 位 論 文題 目 血清 T h y rox in e 結合蛋白に関する臨床的研究

(主 査)

論 文調 査 委員 教 授 三 宅 俵 教 授 脇 坂 行 一 教 授 高 安 正 夫

論 文 内 容 の 要 旨

著者は, 主として各種甲状腺疾患につき血清 T hyroxine 結合蛋白の結合能, 並びに in vitro における

人赤IhL球および R esin の 131Ⅰ標識 L -T riiodothyronine 摂取率を測定して甲状腺疾患におけるこれらの

測定値の診断的意義を検討し, さらにこの両者の関係より血清 free T hrox ine 濃度の指標となる rrF ree

T hyroxine" Index の算出法を考案した｡

1) 各種甲状腺疾患の血清 T hyroxille 結合蛋白の結合能 (血清 T B C ) は対照健康人に比して, 甲状腺

機能克進症患者は低値に, 甲状腺機能低下症患者及び慢性甲状腺炎患者は高値に, 単純性甲状腺贋患者は

ほぼ正常域に分布し, P B I との間に有意な負の相関関係が認められたO また, 甲状腺機能先進症の J31Ⅰ療

法或いは抗甲状腺剤療法後, および甲状腺機能低下症の甲状腺剤療法後において, 臨床的に甲状腺機能が

正常化した時には血清 T B C の正常値への復帰が認められ, 本測定値は甲状腺機能の指標に用いられ得る

と考えられた｡

蛋白同化ステロイ ド投与により甲状腺機能先進症患者の PB I, 甲状腺 131Ⅰ摂取率および甲状腺ホルモ

ン生産量は低下したが, 同時に血清 T B C も減少し臨床的に甲状腺機能克進症状の軽減は認められなかっ

たO また, 肝疾患時には血清 T B C は増加し, 甲状腺 13)Ⅰ摂取率および甲状腺ホルモン牲産量は減少した

が, 特に急性肝炎においては高 P B I 値が認められた｡

2) 各種甲状腺疾患患者の in vitro における人赤血球の 131Ⅰ標識 L-T riiodothronine (131トT 3) 摂取

率, R esin の 131トT 3 摂取率および T riosorb R esin Sponge 摂取率はいずれ も対照健康人に比し, 甲状

腺機能先進症患者は高値に, 甲状腺機能低下症および慢性甲状腺炎患者は低値に, 単純性甲状腺腫患者は

ほぼ正常域に分布し, それぞれ PB I との問に有意な正の相関関係が認められた｡ また, 甲状腺機能先進

症および甲状腺機能低下症の治療後, 甲状腺機能が正常になった時には摂取率もそれぞれ正常値に復帰し

た｡ なお, 三摂取率の中 , T riosorb R esin Sponge 摂取率は各疾患間の重なり合いが最も少 く, かつ測定

結果も安定しており, 甲状腺機能の優れた検査法と考えられる｡ これら摂取率測定において揺, 使用する
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Carrier L -T riiodothyronine (T 3) 量をほぼ一定範囲に定めることが必要であり, また血清に非放射性無

機ヨ- ドを大量に加えても R esin の 131トT 3摂取率は変化せず, したがってヨ- ド摂取は本摂取率に影響

を与えないと考えられる｡

3) In vitro における人赤血球或いは R esin の 131-T 3 摂取率は血清に加えられる T 3 が T hyroxine

結合 G lobulin (T B G ) と結合する割合によって定まり, T B G に結合する T 3 の割合が小さいと 131トT 3

摂取率は高値を示 し, T B G に結合する T 3 の割合が大きいと 131トT 3 摂取率は低値を示 した｡ また血清

に加えられる T 3 量が一定であれば, T B G に結合する T 3 の割合は, 健康人に比し甲状腺機能先進症で

は小さく, 甲状腺機能低下症では大きかった ｡

各 13JトT 3摂取率と血清 T B C の問には有意な負の相関関係が諸められ, 特に T riosorb R esin Sponge

摂取率 : Y (% ) と iT B C - PB I (T hyroxine 量に換算)i : ×(LLg/100m l) との問には, Y - - 1,1Ⅹ+ 47.9

なる直接関係が認められ, そして PB I, 血清 T B C , および T riosorb R esine Sponge 摂取率の三者間の

検討より血清 free T hroxine 濃度の指標となる rrFree T hyroxineH Index の算出式として

''F eer T hyroxine" Index -
PB I

73-T riosorb R esin Sponge 摂取率

なる式を導いた｡

以上, in vitro における人赤血球および R esin の 131トT 3 摂取率は血中の内因性 T hyroxine と結合 し

ていない T B G 濃度に左右され, 血清 T B C とともに優れた甲状腺機能検査法と言い得 られ, また, PB I,

血清 T B C および T riosorb R esin Sponge 摂取率より導いた "F ree T hyroxine" Index は各種甲状腺

疾患の間に重なり合いを認めず, 甲状腺機能のよき指標と考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は各種甲状腺疾患につき血清 T hroxine 結合蛋白結合能ならびに in vitr? における人赤血球およ

び R esin の 131Ⅰ標識 1-T riiodothyronine 摂取率を測定 し, これらの値の甲状腺疾患における病態生理

学的意義を検討した｡ 諸種の実験結果から, in vitro における人赤血球および R esin の 131Ⅰ標識 才一

T riiodothyronine 摂取率が血中の内因性 T hyroxine と結合 していない T hyroxine 結合蛋白濃度に左右

されることが認められた｡ 血中の内因性 T hyroxine と結合 していない T hyroxine 結合蛋白濃度のおお

よその値として血清 T hyroxine 結合蛋白結合能から T hyroxine 量に換算 した PB I を引いた値を Ⅹ

(iLg/100m l) とし, T riosorb R esin Sponge 摂取率を Y (% ) として, 両者の問には Y - - 1.1Ⅹ+ 47.9

なる直線関係が認められた｡ さらにこの関係式と PB I 値より血清 F ree T hyoxine 濃度の指標となる

-'F ree T hyroxine" Index の算出式とした｡ すなわち PB I と T riosorb R esin Sponge 摂取率を73から

引いた値との比がこの指数である｡ この指数は各種甲状腺胞息において重なり合いを認めず, 甲状腺機能

のよき指標であることを証明した｡

以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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